
節分を境に季節が進んだ気がします 
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 校長先生も野球少年でした。小学生の頃は、近所の公園や空き地、小学校のグランドで毎日のように

野球をして遊んでいました。大学時代はソフトボール部に所属していたり、若い頃は先生たちの野球チ

ームやソフトボールチームに入っていたりしていたので野球が大好きです（あまり上手ではないですが）。

届いた大谷選手からのグローブに興奮して、一足お先にはめさせてもらいました。 

とうとう御津南部小学校にも話題になっている大谷翔平選手からのグローブが届きました。今

日の集会で、子どもたちに、大谷選手から届いたお手紙と届いた３つのグローブを紹介しました。

大谷選手、ありがとうございます！柔らかい皮で、おしゃれ 

ならくだ色に白色のラインが入っている素敵なグローブです。 

６年生から順番に、各学年に１日ごとに回していき、担任の 

先生と一緒に体育や学級の時間などに、やわらかいボールで 

キャッチボールをしたり、手にはめたりして使ってほしいと 

思います。 

 

大谷選手は、「なんでもできる天才」「とてもすごい選手」というイメージをもっていましたが、

色々調べると、実はこつこつと努力を重ねる大谷選手の姿を知り、驚くことがたくさんありまし

た。以前、大谷選手が試合中に落ちていたごみを拾う姿がテレビに映り、話題になりましたが、

大谷選手は、高校１年生の頃から、野球の目標だけではなく、「ゴミ拾い」「部屋そうじ」「あい

さつ」「審判への態度」「道具を大切に使う」等の生活の目標を決めて、日頃から行動し続けたそ

うです。高校１年でやろうと決めた具体的な行動を、超一流の選手になっても続けていることに

は驚きしかありません。誰もできないことを達成するような人は、誰でもできることをやり続け

られる人だと素直に感心しました。みなさんも誰でもできることを続けると、とんでもないすご

いことができる人になれるかもしれません。今回のグロープをきっかけに、大谷選手の考え方や

行動に触れ大きな刺激を受けました。明日からの自分が少し変わるような気がします。 

 

大谷翔平選手からのお手紙を一部紹介します。 

 
メジャーリーガー大谷翔平です。この３つの

野球グローブは学校への寄付となります。私は

このグローブが、私たちの次の世代に夢を与え、

勇気づけるためのシンボルとなることを望んで

います。それは、野球こそが、私が充実した人

生を送る機会を与えてくれたスポーツだからで

す。この機会に、グローブの寄贈をさせていた

だけることに感謝いたします。 

野球しようぜ。        大谷翔平 

大谷選手のグローブが届きました

御津南部小学校 

校長室だより 

令和６年２月 13 日 
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能登半島地震募金のお礼 
先日の集会での発表を受け、２月５日から４日間、募金を行いました。児童会の子たちに話を

聞くと、「たくさんの人たちが協力してくれた」「一人でも多くの 

能登半島の人たちが喜んでくれるように早く届けたい」と、手ご 

たえを語ってくれました。全校のみなさん、ご協力ありがとうご 

ざいました。児童会の子たちの発表にもあったように、募金に参 

加することで、能登半島の人たちのことをいつも気にかけ、復興 

を応援しましょう。 

令和６年度の行事予定 
先日お知らせしましたように、来年度の年間行事予定（現時点でのもの）を、学校ＨＰにて公

開しております。行事予定表に掲載させていただいたように、宿泊行事については、 

○６年生修学旅行（京都・奈良）１１月１９日（火）・２０日（水）１泊２日 

○５年生野外活動（きららの里） ６月１０日（月）・１１日（火）１泊２日 となります。 

他の行事についても、ＨＰでご確認ください。 

２月６日（火）の２時間目に、第２回学校保健委員会が開催されました。「自分を整えるこ

とについて」をテーマに、スクールカウンセラーの竹内裕子先生に、自分のこころとの向き合

い方についてお話いただき、自分のことも、誰かのことも大切な人と考えることや、ストレス

の正体やストレスを和らげる方法について具体的にアドバイスいただきました。 

人間には、思春期と呼ばれる時期があります。だいたい１２歳から１８歳までの時期で、 

体に大きな変化が起こることで、自分を意識することが多くなり、他人のことも見えるように

なります。そのせいで、他人と比べてしまったり、友だちにどう思われているか気になったり

することもあります。ですので、思春期のこの時期は、特にストレスを抱えるこ 

とが多くなります。しかし、ストレスはあってあたりまえで、ストレスに立ち向 

かうのではなく、うまく付き合うことが大切だと竹内先生のお話を聞いて強く思 

いました。今日のお話ですと、ストレスの感じ方、やわらげ方も人それぞれのよ 

うです。今回の学校保健員会が、「自分を知ること、自分を整えること」につい 

て考えるきっかけになったことと思います。 
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